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日､平 日の順)1994年 :4万 104人､4万 4714人､
2001年 2万 9324人 (26.9%▲)､3万 5046人(2
















































































生活文化が育ち､芭蕉 ･西鶴 ･近松 ･団十郎 ･











































































な う中J｢､南 街 仙 南 仕 を操 窒 オ ス (図 2)｡
図 2 城 前広場イ メー ジ























































大垣市には､現在 ｢都市の 100年構想 と市民空
間の確保｣を求めている｡そのために､私は ｢社
会的共通資本充実条例｣を制定 し､市街地の私有
















強化 ･地域貢献に優れる地場の ｢ものづ くり郷土
力企業｣に対 して重点的な支援を進める｡
岐阜県西濃地域は郊外に大型小売業が多数進出
し､1人当た りの小売面積が全国平均の 2倍 とい
う過剰小売面積の地域であり､今後この地を退出






































能な 5年間の期限条項があるが､策定 とは別に 1
0年計画で､本論の多 くを実現 したいものである｡
2018年の大垣市制 100周年事業には､住民主体
の内発的まちづ くりイベン ト ｢芭蕉元禄大垣博｣








1986年 ポスター展実行委員会 (ポーラン ド､米
ソ展等)
1991年 国道 258号線活性化協議会 (以来､毎月
25日の朝 8時のクリーンアップ運動とまちづくり
の提唱)





ジェク ト (長崎被爆 2世の学校や地域への植樹運
動と年 1回柿の木のもとに集結する 3,000人大合
唱)
●大垣商工会議所 ･食品部会 :姫街道 400年､｢お
いしい大垣｣の名物食開発運動､薬草薬膳研究会 ･
健脳 sweet valey Styleコンセプ トづくり､和
食文化フォーラム､芭蕉生誕 360年菓子処大垣藩
&元禄味処売店事業､芭蕉水豆腐 ･芭蕉水御膳昼
銅･芭蕉水御膳夕銅の開発､｢芭蕉元禄の歴史を学
び芭蕉水御膳夕銅 と地酒を楽 しむ宴｣｢芭蕉水御
膳麦酒｣｢芭蕉元禄いなりす し｣等の開発 ･販売事
莱
●TMO委員 :2004年からの ｢芭蕉元禄事業｣､｢大
垣の歴史文化と芭蕉水御膳を味わう旅｣､地域振興
委員会､交流産業特別委員会､TMO城前広場研究
会､大垣市観光協会副会長 :｢芭蕉元禄行列｣や ｢芭
蕉元禄事業｣提唱参画｡2008年中心市街地活性化
協議会委員
(岐阜経済大学副理事長､京都大学研究生)
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